
「経済」って何だ？

　私たちが生活に必要なものはどうしていま

すか。着る物、食べる物、遊ぶ物などほとん

どの物はお店で買っているのではないでしょ

うか。では、その時お店で買った物はどこか

らきたのでしょう。多分だれかが作ったもの

をそのお店で売っていたのでしょう。このよ

うに使うことや使うために買うことを消費

（しょうひ）といいます。また、お店などで

売るために作ることを生産（せいさん）とい

います。この消費と生産、それに加えてその

ことを支えるしくみを経済といいます。

  

　消費するために生産されるものを商品といいます。商品はものだけではなくサービスというかた

ちには残らないものもそうです。例えば、電車に乗ったり、塾で勉強を教えてもらったり、理髪店

で髪を切ってもらったりなどがサービスになります。そして、商品を買う時に商品と引き替えに渡

すのがお金（貨幣/かへい）です。お店に払われたお金の一部は作った人へと流れていくのです。ま

た、私たちが商品を買う時に払ったお金は、普通各家庭でお小遣いとしてもらったものでしょう。

このお金は家の人が働いたことなどにより得た収入の一部です。つまり会社などから流れてきたの

です。



　お年玉をすぐに使ってしまった

人もいると思いますが、全部また

は一部を銀行や郵便局に預金（よ

きん）（貯金/ちょきん）した人が

多いようです。銀行などに預金す

ると家の貯金箱に入れておくより

は安全で、しかも少し利子（り

し）が付くので得をします。で

は、銀行に預けたお金はどうなる

のでしょう。銀行の金庫に入った

ままなのでしょうか。そうではあ

りません。銀行は多くの人から預

かったお金を他のところ（人）に

貸しているのです。特に会社など

の企業に貸していることが多いの

です。そして貸したところからは

利子を付けて返してもらうので

す。その時の利子は私たちがもらう利子より高いのです。つまり銀行は貸したことによ

って得る利子から、預金に付ける利子を差し引いて残ったお金が儲（もう）けになるわ

けです。私たちが銀行に預けたお金は会社などに貸し出され、有効に使われているので

す。もちろんこれも経済活動の１つです。


